
私
は
昭
和
四
十
六
年
と
平
成
二
年
の
日
本
医
史
学
会
総
会
で
、

表
題
の
講
義
ノ
ー
ト
を
二
度
に
わ
た
っ
て
報
告
し
た
。
当
時
は
三

十
七
冊
の
ノ
ー
ト
に
基
づ
い
た
が
、
つ
い
最
近
新
た
に
二
十
三
冊

の
ノ
ー
ト
が
発
見
さ
れ
合
計
六
十
冊
と
な
り
、
明
治
二
十
五
年
前

後
、
岡
山
大
学
医
学
部
の
前
身
校
で
の
講
義
内
容
が
ほ
ぼ
全
面
的

に
解
明
さ
れ
た
。

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
田
宮
霊
一
ノ
ー
ト
は
明
治
二
十
一
年

か
ら
二
十
五
年
ま
で
の
も
の
で
、
三
十
七
冊
の
内
容
は
、
「
日
本
医

史
学
会
雑
誌
」
三
十
六
巻
一
号
に
記
し
た
。
今
回
追
加
さ
れ
た
二

十
三
冊
は
、
逗
子
葉
山
の
田
宮
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

田
宮
家
の
子
孫
か
ら
私
に
初
め
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
回

と
同
様
「
田
宮
氏
蔵
書
」
と
印
刷
さ
れ
た
用
菱
に
書
か
れ
た
も
の

師
第
三
高
等
中
学
校
医
学
部
講
義
（
第
三
報
）

大
滝
紀
雄

が
大
部
分
で
、
三
冊
が
前
回
と
同
形
式
の
仮
綴
じ
、
一
冊
が
印
刷
、

他
の
十
九
冊
は
こ
よ
り
で
簡
単
に
綴
じ
た
ま
ま
の
も
の
で
あ
る
。

内
容
的
に
前
回
発
表
の
も
の
と
重
複
す
る
も
の
は
一
冊
も
な
く
、

私
は
こ
れ
ま
で
全
部
で
四
十
五
冊
く
ら
い
と
推
定
し
て
い
た
が
、

六
十
冊
と
な
り
、
こ
れ
だ
け
膨
大
で
内
容
の
充
実
し
た
資
料
は
全

国
で
も
非
常
に
稀
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

前
回
発
表
の
科
目
で
追
加
さ
れ
た
も
の
は
、
佐
藤
直
化
学
一

（
五
）
、
富
永
伴
五
郎
生
理
学
二
（
六
）
、
内
科
各
論
（
呼
吸
器
、

伝
染
病
）
二
（
四
）
、
更
井
久
庸
小
児
科
一
三
）
、
外
科
各
論

二
（
七
）
、
大
西
克
知
眼
科
一
（
三
）
の
九
冊
。
た
だ
し
括
弧

内
は
前
回
を
含
め
た
総
合
計
冊
数
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
課
目
に
な
く
新
た
に
登
場
し
た
も
の
は
、
胎
生
学

二
、
善
悪
因
果
経
（
仏
説
）
一
、
電
気
療
法
一
、
法
医
学
続
稿

と
も
一
、
桂
田
病
理
総
論
二
、
梶
田
衛
生
学
一
、
更
井
精

神
病
一
、
坂
田
皮
層
病
学
二
、
熊
谷
省
三
産
科
学
（
出
産
学
）

二
、
熊
谷
婦
人
科
学
一
の
十
四
冊
で
あ
る
。

六
十
冊
中
、
た
だ
一
冊
だ
け
活
版
印
刷
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
見

ら
れ
る
。
拓
植
宗
一
先
生
講
述
「
胎
生
学
』
が
そ
れ
で
、
本
文
は

三
十
三
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
書
頭
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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一
此
書
ハ
我
第
三
高
等
中
学
校
医
学
部
教
諭
拓
植
先
生
ノ
講

述
ス
ル
所
ノ
「
メ
モ
ラ
ン
ド
」
ニ
シ
テ
生
等
筆
記
ノ
労
ヲ
省
カ
ン

為
メ
活
字
二
附
ス
ル
所
ナ
リ
決
シ
テ
公
売
ス
ル
者
二
非
ス
：
：
・
・
…

明
治
二
十
二
年
六
月
附
版
者
江
良
郁
次

講
義
は
お
お
む
ね
こ
れ
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
田
宮
霊
一
と
記
し
た
本
書
の
欄
外
に
は
細
事
の
赤
い
書
き

「
岡
山
大
学
医
学
部
百
年
史
』
を
見
る
と
、
明
治
二
十
二
年
か

ら
二
十
三
年
初
頭
に
か
け
て
の
学
課
に
は
法
医
学
、
精
神
病
学
、

衛
生
学
、
電
気
療
法
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ

れ
ら
の
課
目
は
そ
の
後
の
も
の
で
、
比
較
的
初
期
の
学
問
で
あ
っ

し
か
し
田
宮
霊
一
と
記
し
た
本
書
の
唖

込
み
で
び
っ
し
り
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

内
科
各
論
呼
吸
器
篇
は
医
学
部
長
菅
之
芳
口
授
と
記
さ
れ
、
胸

膜
炎
、
胸
水
、
胸
血
、
肺
気
腫
、
肺
水
腫
、
肺
炎
、
肺
結
核
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
本
巻
に
ア
ク
チ
ノ
ミ
コ
ー
ジ
ス
が
放
散
徽
菌
病

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
驚
き
で
あ
る
。

内
科
各
論
伝
染
病
編
は
井
上
先
生
口
授
で
、
腸
チ
フ
ス
、
発
疹

チ
フ
ス
、
再
帰
熱
、
麻
疹
、
し
ょ
う
こ
う
熱
、
風
疹
、
狂
犬
病
、

流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎
、
日
本
洪
水
熱
が
記
さ
れ
て
い
る
。
伝
染
病

た
と
考
え
ら
れ
る
ｃ

編
に
旋
毛
虫
症
、
ジ
ス
ト
マ
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
奇
異
な
感

じ
が
す
る
。
明
治
期
に
は
伝
染
病
の
原
因
で
あ
る
細
菌
や
原
虫
な

ど
が
次
々
に
発
見
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
り
、
興
味
深
い
。
細
菌
学

は
こ
の
時
期
ま
だ
独
立
し
た
課
目
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
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